













STUDY ON FIXATION BEHAVIOR AND PSYCHOLOGICAL BURDEN 




Yuuki HOSOMI  




In recent years, bicycle has attracted attention, but the awareness to protect the rules and manners of bicycle 
users is low, not only hard measures on traffic safety measures, elucidation of the human factor is required. 
By clarifying the relationship between gaze behavior of the bicycle user in no signal intersection, stress index 
using the heartbeat behavior, crossing structure and the driving performance, intended to assist in traffic 
accidents Elucidation This study therefore the. 























































表 2 道路交通法改正の流れ 
 
止まれ 出典：警察庁交通局 
図 1 自転車事故における出会い頭事故件数と構成率 
出典：警察庁交通局 

































正として示す．視野角は AASHTO の GreenBook6）を参考
に主道路と従道路の交差する位置より 10m後退した位置
での可視範囲とし，度で表記した．走行挙動計測はサイ
クルコンピュータ CM-21 を用い，図 2 の対象範囲におい
て走行ログから走行速度を計測した．視線計測はアイマ
ークレコーダ EMR-9 を用い，抽出閾値を設定し 7)，注視
時間を表 3 にある項目別に測定した．心拍変動計測は心
電図トランスミッタ RF-ECG を用い，RRI を取得，M 値
















件に選定した 5 交差点の 20 本の進入路を対象とする．
対象進入路を図 3-1,3-2,3-3,3-4,3-5 に，走行挙動計測の













































































図 2 分析範囲イメージ 
5m 10m 
中心 
図 3-1 交差点１ 




































































































 図 3-5 交差点 5 
平⇒進 進⇒通 通⇒退
1_1 -1.3 0.8 0.2 5.3 有 左　右 1 4.4 98.0
1_2 -4.2 2.8 2.3 6.5 有 左 1 5.0 25.0
1_3 -2.8 0.6 1.8 9.0 無 無 1 6.5 80.0
2_1 -1.2 0.4 1.2 0.5 無 無 1 6.0 26.2
2_2 -1.3 0.2 1.7 -0.4 無 無 1 5.0 22.1
2_3 -2.1 0.5 2.4 0.5 有 左　右 1 4.0 17.6
2_4 -1.8 1.6 1.3 -6.1 有 左　右 1 4.5 21.4
3_1 -1.9 1.1 1.4 2.4 有 左　右 1 3.8 17.2
3_2 0.7 1.8 2.2 -9.9 有 無 1 3.9 23.2
3_3 -0.6 1.1 0.3 -1.8 無 　　 右 1 5.2 23.2
3_4 -1.4 0.4 0.9 4.6 無 左 1 5.3 17.5
4_1 -2.1 1.3 2.0 -0.8 有 左　右 1 4.0 20.0
4_2 -0.1 1.4 0.9 1.0 無 無 1 4.0 20.0
4_3 -0.2 0.5 1.2 -2.3 無 　　 右 2 8.2 31.7
4_4 -0.5 -0.7 1.3 0.4 無 左 2 8.0 36.1
5_1 -2.1 1.5 1.0 -3.3 有 左　右 1 3.5 18.8
5_2 -2.9 0.0 2.6 1.5 無 無 1 5.8 28.8
5_3 -1.5 -0.5 0.9 -1.4 無 　　 右 2 6.8 31.0



















表 4 交差点構造と走行挙動計測結果 
図 3-4 交差点 4 
図 3-3 交差点 3 
図 4 RR 間隔イメージ図 
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 本研究では瞬間的な挙動を把握するため msec 単位で
出力される RR 間隔を用い，横軸に N 番目，縦軸に N+1
番目のRR間隔をプロットするLP手法が適当であると考
えた．その際，図 5 に示す分散の大きさを測る LP 面積










































点進入前 5 秒～10 秒間のデータを用いた．表 5 にそれぞ
れの状態における RRI，M 値，LP 面積を示す．また図
7-1 に全被験者の安静時と安定走行時，図 7-2 に安定走行
































RR 間隔 n(msec) 
図 6 M 値= 
(中央値 X，中央値 Y) 
σ(-x) 















図 5 LP 面積=π×σ(X)×σ(-X) 
安静時 安定走行時 交差点通行時
RRI 711.0 624.0 537.0
M値 1006.2 882.1 759.4
LP面積 2742.0 2438.0 1887.2
表 5 全状態における 
RRI，M 値，LP 面積の中央値 
図 7-1 安静時と安定走行時における LP 




























 (1) 類型別ストレス強度の特徴 
表 7 に類型別 M 値及び LP 面積と総安全確認時間を示






















 (2) クラスタ別ストレス変動の特徴 

































図 8 に M 値の重回帰モデルを示す．M 値の重回帰モデ

























1 -0.6 0 1 2 7.7 31.9
2 1.5 0 1 1 5.8 26.2
3 -8.0 1 1 1 4.2 22.3
4 1.7 0.5 1.5 1 4.0 17.6
5 -1.3 0.5 2 1 4.5 21.1
































1 810.2 773.9 0.51
2 1485.1 752.7 0.53
3 862.8 713.8 0.71
4 2217.4 743.2 0.56
5 961.5 770.4 0.79
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